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お
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の
造
営
と
清
明ミ
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こ
の
春
、
小
学
校
に
入
学
す
る
新
一

年
生
の
子
ど
も
た
ち
の
交
通
安
全
に
役

立
て
て
も
ら
お
う
と
、
大
同
火
災
海
上

保
険
株
式
会
社
（
以
下
「
大
同
火
災
」

と
い
う
。）と
株
式
会
社
旭
堂
か
ら
ラ
ン

ド
セ
ル
カ
バ
ー
４
�
０
０
０
枚
が
、
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
の
贈
呈
は
、

両
社
の
「
市
内
の
子
ど
も
た
ち
を
、
悲

惨
な
交
通
事
故
か
ら
守
り
、
安
全
に
登

下
校
で
き
る
よ
う
に
」
と
の
想
い
か
ら
、

平
成　

年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の

１８

で
、
今
回
で
３
回
目
と
な
り
ま

す
。

　

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
の
贈
呈

は
、
平
成　

年
度
ま
で
は
、
市

１７

の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
翁
長
市
長
の
掲
げ
る

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」に
賛
同

し
た
大
同
火
災
と
株
式
会
社
旭

堂
が
、「
地
域
の
子
ど
も
た
ち

を
交
通
事
故
か
ら
守
り
、
元
気
に
学
校

生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
。
企
業
と
し
て

出
来
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
の
協
力
の

申
し
出
が
あ
り
、
平
成　

年
度
か
ら
は
、

１８

両
社
か
ら
市
内
の
新
一
年
生
全
員
分
の

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

３
月　

日（
金
）に
行
わ
れ
た
今
年
度

２８

の
贈
呈
式
で
翁
長
市
長
は
、「
ラ
ン
ド

セ
ル
カ
バ
ー
を
寄
贈
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
児
童
自
身
が
交
通
安
全
に
つ
い
て

関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
る
と
と
も

に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ま
の
注
意

を
喚
起
し
、
登
下
校
時
の
交
通
事
故
防

止
に
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
同
火
災
の
宮
良
直
人
代
表

取
締
役
社
長
も
、「
子
ど
も
た
ち
の
交

通
安
全
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
う
と
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
地
域
の
子
ど

も
た
ち
を
守
る
た
め
に
も
、
今
後
も
寄

贈
は
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
県
内
に
お
け
る
０
歳
か
ら　
１５

歳
ま
で
の
児
童
が
絡
む
交
通
事
故
状
況

を
み
る
と
、
平
成　

年
中
に
く
ら
べ
、

１８

発
生
件
数
は
多
少
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
１
年
間
で
約
６
０
０

件
、
負
傷
者
も
７
０
０
人
を
超

え
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
新
入
学
の
時
期
は
、

交
通
ル
ー
ル
に
不
慣
れ
な
新
一

年
生
が
、
学
校
へ
の
登
下
校
を

始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、

黄
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
見
か
け

た
ら
、
特
に
気
を
付
け
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

市
民
の
み
な
さ
ま
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
す 

�

「
広
げ
よ
う 
地
域
に 
根
ざ
し
た 
思
い
や
り
」

民
生
委
員
児
童
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す 
�

「
塩
漬
け
土
地
」解
消
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て 
�

し
尿
等
下
水
道
放
流
施
設
が
オ
ー
プ
ン 
�

情
報
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｋ 

�
・
�

主 な 紙 面
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贈呈式での宮良直人大同火災代表取締役社長、翁長市
長、仲宗根達幸株式会社旭堂代表取締役社長（右から）
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「協働」とは、まちづくりのために、市
民・事業者・市民団体・行政などが、
それぞれの特性を発揮しながら協力
しあうことです。

琉
球
新
報
社
提
供
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那
覇
市
で
は
現
在
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
肥
満
が
重
点

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、油
脂
の
摂
り
す
ぎ
や
運
動
不
足
が
あ
り

ま
す
。特
に
、男
性
は　

代
か
ら
肥
満
者
が
増
加
し
て
お
り
、

３０

そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
外
食
や
飲
酒
の
機
会
が
多
く
、週

３
回
以
上
外
食
す
る
人
が
６
割
と
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
る

こ
と
か
ら
、市
民
の
み
な
さ
ま
が
健
康
管
理
能
力
を
高
め
る

と
と
も
に
、外
食
を
利
用
す
る
際
に
も
自
分
に
合
っ
た
望
ま

し
い
食
選
択
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
、肥
満

解
消
へ
つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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そ
こ
で
市
で
は
、
市
民
の
健

康
づ
く
り
行
動
計
画
「
健
康
な

は　

」
に
基
づ
き
、「
健
康
づ
く

２１
り
協
力
店
認
証
事
業
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
ヘ
ル
シ
ー
メ

ニ
ュ
ー
、
栄
養
成
分
表
示
、
ヘ

ル
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供

し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
支

援
す
る
協
力
店
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
で
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
市
民
の
健
康
づ
く
り

を
支
援
す
る
協
力
店
と
し
て
平

成　

年
３
月
に
、
左
記
の
要
件

２０
を
満
た
し
た
新
規
９
店
舗
が
認

証
さ
れ
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
左
記
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を

目
印
に
、
健
康
づ
く
り
協
力
店

を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
ヘ
ル

シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を
味
わ
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

■
健
康
づ
く
り
協
力
店
の

基
準
と
な
る
内
容

�
外
食
産
業
向
け
講
習
会
（
那

覇
市
主
催
）
を
受
講
し
て
い
る

�
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
（
バ
ラ

ン
ス
メ
ニ
ュ
ー
、
野
菜
・
カ
ル

シ
ウ
ム
・
鉄
分
た
っ
ぷ
り
メ

　

平
成　

年
４
月
か
ら
、糖
尿
病
、脳
卒
中
、心
筋
梗
塞
、高
脂

２０

血
症
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
生
活
習
慣
病
の
発
見
と
生
活
習
慣
改

善
指
導
に
よ
る
予
防
を
柱
と
し
た
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。

������みみみみみみんんんんんんみんみみみみみみんんんんんんみん�����

ニ
ュ
ー
、
カ
ロ
リ
ー
・
あ
ぶ
ら
・

塩
分
ひ
か
え
め
メ
ニ
ュ
ー
）
を

提
供
し
て
い
る

�
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い

て
栄
養
成
分
表
示
を
し
て
い
る

�
ヘ
ル
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
ご
飯

の
量
が
変
え
ら
れ
る
な
ど
）
を

実
施
し
て
い
る

�
食
品
衛
生
責
任
者
を
設
置
し

て
い
る

�
受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
と
っ

て
い
る

■
対
象
店
舗

　

飲
食
店
（
食
堂
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
そ
ば
・
う
ど
ん
店
、
す
し

店
、
喫
茶
店
な
ど
）、
弁
当
屋
・

そ
う
ざ
い
店
な
ど
の
食
料
販
売

店
、
事
業
所
給
食
施
設
な
ど

　

こ
れ
は
、
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、

対
象
は
、　

〜　

歳
ま
で
の
医

４０

７４

療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
全
て

の
人
で
、
全
国
の
市
町
村
で
導

入
さ
れ
る
新
し
い
健
康
診
断
の

こ
と
で
す
。

　

こ
の
特
定
健
診
は
、
糖
尿
病

や
高
血
圧
、
高
脂
血
症
な
ど
の

生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化

を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

 
メ 
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

＊に
着
目
し
、
こ
の
該
当
者
お
よ

び
予
備
群
を
減
少
さ
せ
る
た
め

の
特
定
保
健
指
導
を
必
要
と
す

る
方
を
、
的
確
に
抽
出
す
る
た

め
に
行
う
も
の
で
す
。

（
＊
）メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は

　

内
臓
脂
肪
型
肥
満
（
内
臓
肥
満
・
腹

部
肥
満
）
に
高
血
糖
・
高
血
圧
・
高
脂

血
症
の
う
ち
２
つ
以
上
を
合
併
し
た
状

態
の
こ
と
で
、
健
康
な
人
と
比
較
し
て
、

脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
命
に
か
か
わ
る

よ
う
な
生
活
習
慣
病
を
患
う
確
率
が　
３０

倍
以
上
に
高
ま
っ
て
し
ま
う
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

ヘルシーなお弁当や料理を提供してくれます。
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○
特
定
健
康
診
査
項
目

�
問
診
（
生
活
習
慣
、
行
動
習

慣
）　

�
診
察
（
理
学
的
所
見
）

�
身
体
計
測
（
身
長
、
体
重
、

腹
囲
、
肥
満
度
、
B
M
I
）

�
血
圧

�
尿
検
査
（
尿
糖
、
尿
蛋
白
）

�
血
液
検
査
（
中
性
脂
肪
、
Ｈ

Ｄ
Ｌ
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
、
Ｇ
Ｏ
Ｔ
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
、
γ
Ｇ

Ｔ
Ｐ
、
血
糖
、
Ｈ
ｂ
Ａ
ｌ
ｃ
、

尿
酸
、
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
）

�
一
定
の
基
準
の
下
、
医
師
が

必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
心
電

図
検
査
、
貧
血
検
査
な
ど

　

生
活
習
慣
の
変
化
や
欧
米
化

な
ど
に
よ
り
、
近
年
、
糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
有
病

者
・
予
備
群
が
増
加
し
て
お
り
、

　

歳
以
上
で
は
３
人
に
１
人
が

４０

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
該
当
す
る
と
い
わ
れ
、
生
活

習
慣
病
を
原
因
と
す
る
死
亡
は
、

全
体
の
約
３
分
の
１
に
も
の
ぼ

る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状

が
な
い
ま
ま
進
行
す
る
た
め
、

特
定
健
診
は
個
人
が
生
活
習
慣

を
振
り
返
る
絶
好
の
機
会
と
位

置
付
け
る
と
と
も
に
、
市
民
の

み
な
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
、
適

度
な
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生
活
、

規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と

に
よ
り
予
防
可
能
で
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
、
生
活
習

慣
病
予
防
の
た
め
の
新
し
い
健

診
・
保
健
指
導
を
積
極
的
に
利

用
し
、
健
康
で
イ
キ
イ
キ
と
し

た
日
々
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

＊
詳
し
く
は
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

那
覇
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方
は

お
問
い
合
わ
せ

特
定
健
診
課
�
８
６
２
―
０
５
６
４

那覇市健康づくり協力店認証店舗一覧表
営 業 時 間連絡先所　在　地業種店　名No

月・火・水・木・金・土
１１：３０～２４：００

（金・土０１：００まで）
８６２－４８８４

那覇市泉崎
１－６－６

飲食店
Healthy Dining
Cure Heart

１

火・水・木・金・土・日
１１：３０～１６：００

８８５－５４９８
那覇市首里石嶺町
１－１２１－２

飲食店御殿山２

月・水・木・金・土・日
ランチは１１：３０～１４：００
日曜日はランチなし
１８：００～２４：３０

８８６－０３３２
那覇市首里平良町

１－４１
飲食店かんさいdabar３

月・火・水・木・金・土
７：３０～１５：００

８５４－６５０２
那覇市長田
１－２４－１０

弁当屋とりいち弁当４

月・水・木・金・土・日
１１：００～２２：００

８５７－３８３９
那覇市山下町
１－２４

飲食店豆腐家食堂５

月・火・水・木・金
８：００～１５：００

８６８－６１８３
那覇市久米
２－１８－７

弁当屋味覚屋弁当６

月・火・水・木・金・土
０７：００～１３：００

８５９－２５０８
那覇市宇栄原

４９６
弁当屋

ザヤスの店
ＥＭ玄米弁当

７

月・火・水・木・金・土・日
１１：００～２３：００

９４１－２１１１
那覇市銘苅
１－３－４７

飲食店島菜８

月・火・水・木・金
８：００～１６：００

８８２－３３１１
那覇市古島
２－４－１

松島マンション１F
弁当屋

ヘルシー
キッチン

９

平成２０年３月２６日～平成２２年３月３１日

＊那覇市で認証されたヘルシーメニューにはこのようなマークがついています

� ������������������

　森の家みんみんでは、ゴールデンウィーク期間中に末吉公園の自然
を活かした環境教育プログラムを下記のとおり実施します。

●森と水辺の環境教育プログラム
��������	
���������������������� !"#

���������	
���������������������� !

【日　　時】���������	

��	

������	

���	

����
� ���������		
���		�������		
���		���

【対　　象】���������	
���
【参　加　費】�������
【服　　装】��������	
���������������
����

���������	
���

��������	
�����������

●ゴールデンウィークみんみんクラフトワークショップ～沖縄の木でつくろう～
【タイトル】���������	
�����
【日　　時】�����������	
����	
【参　加　費】����������	
������

【タイトル】���������	
��
【日　　時】�����������		
���		
【参　加　費】������������	
������
��������	
����������

お問い合わせ　那覇市立森の家みんみん　�882-3195

市民のみなさまの健康づくりのために お問い合わせ健康推進課�862-9016������������������		

������������������������		

������
このステッカーを目印にどうぞ！

�������������������������������� �������������������������������� �������������������������������� �������������������������������� ��������������������������������

市民会館
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○
誰
で
も
な
れ
る
の
？

　
　

歳
以
下
で
、
社
会
福
祉
に

７０
関
心
が
あ
り
、
地
域
の
実
情
を

知
っ
て
い
る
方
、
地
域
住
民
の

生
活
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
方
が

適
任
で
す
。

○
民
生
委
員
児
童
委
員
と
は
？

　

民
生
委
員
法
に
よ
り
、
民
生

委
員
児
童
委
員
は
、
地
域
福
祉

の
向
上
の
た
め
に
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
が
、
み

な
さ
ん
と
同
じ
住
民
の
一
人
で

あ
り
、
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な

ど
に
対
す
る
援
護
活
動
や
相

談
・
助
言
活
動
な
ど
、
私
た
ち

の
地
域
を
暮
ら
し
や
す
い
も
の

に
す
る
た
め
に
、
様
々
な
活
動

を
行
っ
た
り
、
暮
ら
し
に
関
す

る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

○
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
？

　

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の

基
本
に
は
、
７
つ
の
は
た
ら
き

が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
担
当
区
域
内

の
住
民
の
実
態
や
福
祉
需
要
を

日
常
的
に
把
握
す
る
「
社
会
調

査
の
は
た
ら
き
」、
地
域
住
民

が
か
か
え
る
問
題
に
つ
い
て
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
親
身
に

な
っ
て
相
談
に
の
る
「
相
談
の

は
た
ら
き
」、
社
会
福
祉
の
制

度
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
そ

の
内
容
や
情
報
を
住
民
に
的
確

に
提
供
す
る
「
情
報
提
供
の
は

た
ら
き
」、
個
々
の
住
民
が
福

祉
需
要
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
関
係

行
政
機
関
・
施
設
・
団
体
な
ど

に
連
絡
し
、
必
要
な
対
応
を
促

す
パ
イ
プ
役
を
つ
と
め
る
「
連

絡
通
報
の
は
た
ら
き
」、
住
民

の
福
祉
需
要
に
対
応
し
、
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
ら
れ

る
よ
う
に
支
援
す
る
「
調
整
の

は
た
ら
き
」、
自
ら
住
民
の
求

め
る
生
活
支
援
を
行
い
、
支
援

体
制
を
つ
く
っ
て
い
く
「
生
活

支
援
の
は
た
ら
き
」、
活
動
を

通
じ
て
得
た
問
題
点
や
改
善
策

に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
、
必
要

に
応
じ
て
民
児
協
を
通
し
て
関

係
機
関
な
ど
に
意
見
を
提
起
す

る
「
意
見
具
申
の
は
た
ら
き
」

で
す
。

○
相
談
し
て
も
大
丈
夫
？

　

民
生
委
員
児
童
委
員
に
は
守

秘
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
内
容
や
個
人
の
秘
密
が
、
決

し
て
外
へ
漏
れ
る
心
配
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
相
談
し
た
い
と
き
は
？

　

左
記
の
お
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

民
生
委
員
児
童
委
員
に
応
募
し

た
い
方
も
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

福
祉
政
策
課

�
８
６
２
―
９
０
０
２

那
覇
市
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会

�
８
５
８
―
５
１
６
６

【
日
時
・
会
場
】

　

日
時
、
会
場
お
よ
び
司
会
進

行
は
、
参
加
希
望
者
に
設
定
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
日
時
に
つ

い
て
は
、
第
１
か
ら
第
３
希
望

の
日
時
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
会
場
は
、
公
共
施
設
、
集

会
場
、
会
議
室
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
対
話
は
、
２
時
間
程
度

で
す
。
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
意
見

交
換
を
行
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
昨
年
、
仲
井
真
中

学
校
で
行
わ
れ
た
「
跳
び
だ

せ
！
市
長
室
」
で
は
、
同
校
を

良
く
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
る

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
や
「
い
じ
め

を
無
く
す
運
動
」
な
ど
に
つ
い

て
の
発
表
や
市
長
と
の
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
申
込
期
間
】

平
成　

年
５
月
７
日（
水
）〜

２０

平
成　

年
６
月　

日（
月
）

２０

３０

　

市
で
は
、子
ど
も
、高
齢
者
、障
が
い
者
、だ
れ
も

が
住
み
や
す
い
安
全
な
那
覇
市
を
目
指
し
、地
域

の
み
な
さ
ま
の
相
談
・
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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市長とゆんたくしませんか？
跳びだせ！市長室参加グループ募集

　
「
跳
び
だ
せ
！
市
長
室
」
は
、
市
長
が
、
市
内

で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の

集
会
の
場
に
出
向
き
、「
那
覇
市
の
未
来
像
や

市
政
へ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
」「
市
政
全
般
」「
日
頃

の
活
動
」「
日
常
生
活
」
な
ど
に
つ
い
て
、
気
軽

に
語
り
合
い
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
と
市
長
が
直
接

対
話
を
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
市
政

に
対
す
る
市
民
の
み
な
さ
ま
の
意
識
、
意
見
、

提
案
な
ど
を
把
握
し
市
政
へ
の
反
映
に
務
め
る

と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
市
政
参
加
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
方
法
】

　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
し
て
い
る
方
で

構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
、　

人
〜　

人
前
後
。

１０

２０

そ
れ
以
上
の
参
加
希
望
者
が
い
る
場
合
は
、
市

民
協
働
推
進
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】

申
込
書
を
市
民
協
働
推
進
課
へ

提
出
（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

＊
申
込
書
は
市
民
協
働
推
進
課

に
あ
り
ま
す
。

　【
申
込
先
】

〒
９
０
０
―
８
５
８
５

那
覇
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

　
お
問
い
合
わ
せ

市
民
協
働
推
進
課

�
８
６
２
―
９
９
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
８
６
１
―
３
７
６
９

　

市
で
は
、
市
民
参
加
の
市
政
運
営

を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
意
見
や

提
案
を
把
握
し
、
市
民
の
意
思
が
市

政
に
的
確
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
平

成　

年
度
よ
り
「
跳
び
だ
せ
！　
市
長

１６
室
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○主な窓口の変更は下記のとおりです。 

備　　　　考
新

（平成２０年度）
旧 

（平成１９年度）
業 務 名

　多重債務問題等消費生活相談を含め
た市民生活の相談窓口として市民生活
相談室を設置しました。
　場所は本庁１階です。

市民協働推進課
（市民生活相談室）

労働農水課
消費生活
相談業務

　介護保険の受付・申請業務等を本庁
６階、小禄支所２階、新都心銘苅庁舎
３階で行います。

※窓口の一部変更地域包括
支援セン
ター業務 本庁６階

本庁１階
プレハブ

� ������������������������

【その他】

　那覇市立病院を地方独立行政法人として設立しました。那覇市立病院

○主な組織改正は下記のとおりです。
【部の組織改正】

備　　　　　　　考
新

（平成２０年度）
旧

（平成１９年度）

　管理部門の執行体制の効率化を図ることを目的
として、経営企画部と財務部を統合し企画財務部
としました。

企画財務部
経営企画部

財務部

【課（室）の組織改正】

備　　　　考
新

（平成２０年度）
旧 

（平成１９年度）
業 務 名

　従来の国・保業務に加え、後期高
齢者医療制度に伴う高齢医療に関す
る業務を行います。

国保・
後期高齢医療課

国民健康保険課
健康福祉部
健康保険局

　特定健康診査及び特定保健指導に
関する業務等を行います。

特定健診課
医療制度改革
推進課

　新庁舎の建設に関する業務を行い
ます。

新庁舎建設室
新庁舎建設
準備室

総務部

　企画財務部の経営企画室内に「な
は未来グループ」を設置しました。

　なは未来室企画財務部
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「
跳
び
だ
せ
！
市
長
室
」
で
仲
井
真
中
の

生
徒
た
ち
と
意
見
を
交
わ
す
翁
長
市
長

一
日
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
市
民

の
お
宅
を
訪
問
し
た
与
儀
弘
子
副
市
長
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市
は
、
公
共
施
設
の
た
め
の

用
地
の
取
得
を
、
那
覇
市
土
地

開
発
公
社
に
依
頼
し
、
そ
れ
を

市
が
計
画
的
に
買
い
取
っ
て
学

校
や
公
園
な
ど
を
建
設
し
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

財
政
難
な
ど
か
ら
施
設
建
設
が

大
幅
に
遅
れ
、
５
年
以
上
も
そ

の
ま
ま
公
社
が
保
有
し
続
け
る
、

い
わ
ゆ
る
「
塩
漬
け
土
地
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市

の
�
隠
れ
借
金
�
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

公
社
は
、
市
が
後
に
買
い
取

る
と
い
う
こ
と
で
依
頼
を
受
け
、

市
中
銀
行
か
ら
お
金
を
借
り
て

土
地
を
購
入
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
が
そ
の
土
地
を

買
い
取
れ
ず
公
社
の
借
入
利
息

だ
け
が
ふ
く
ら
み
、
結
果
的
に
、

市
の
借
金
と
し
て
財
政
を
圧
迫

す
る
大
き
な
要
因
と
な
り
、
そ

の
解
決
が
最
重
要
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）

土
地
開
発
公
社
健
全
化
推
進
室

�
８
６
２
―
０
５
８
１

「
塩
漬
け
土
地
」

解
消
へ
の
取
組
み

那
覇
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
健
全
化
、

お
も
ろ
ま
ち（
元
）庁
舎
候
補
地
な
ど
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
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市
で
は
、「
塩
漬
け
土
地
」
と
い
う
最
重
要
課
題
の
解
決
を
図

る
一
方
で
、
市
民
か
ら
一
番
要
望
の
多
い
、
若
者
を
は
じ
め
と

す
る
雇
用
確
保
や
失
業
率
の
改
善
、
市
の
税
収
確
保
に
よ
っ
て

首
里
や
壺
屋
地
区
な
ど
の
景
観
を
守
り
、
市
民
の
教
育
・
福
祉
・

環
境
な
ど
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
お
も
ろ
ま
ち
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
困
難
と

な
っ
て
い
た
新
庁
舎
建
設
を
見
直
し
、
こ
の
土
地
が
新
都
心
で

経
済
振
興
拠
点
と
な
る
商
業
・
業
務
地
区
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
立
地
を
十
分
に
活
か
し
た
地
域
活

性
化
、
雇
用
創
出
な
ど
を
早
急
に
図
る
た
め
、
民
間
事
業
者
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
有
効
利
用
す
る
方
針
を
決
定
し
、

平
成　

年
７
月
に
市
長
記
者
会
見
で
発
表
し
ま
し
た
。

１８
同
年
９
月
に
は
「
那
覇
新
都
心
地
区
（
お
も
ろ
ま
ち
一
丁
目
）

土
地
利
用
事
業
者
募
集
要
項
」
を
発
表
し
、
学
識
経
験
者
や
地

域
関
係
者
を
委
員
と
す
る
「
那
覇
市
土
地
利
用
事
業
者
選
定
委

員
会
」
に
よ
る
提
案
内
容
の
審
査
、
答
申
を
受
け
、
同
年　

月
１２

に
優
先
交
渉
権
者
（
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
㈱
、
オ
リ
ッ
ク
ス
不
動

産
㈱
、
㈱
大
京
の
共
同
事
業
者
）
を
決
定
、
公
表
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成　

年
７
月
に
内
閣
総
理
大
臣
の
地
域
再
生
計

１９

画
の
認
定
、
同
年　

月
那
覇
市
議
会
で
土
地
処
分
の
議
決
が
な

１２

さ
れ
、
平
成　

年
２
月
に
市
は
事
業
者
と
土
地
売
買
契
約
を
締

２０

結
し
、
代
金
支
払
と
土
地
の
引
渡
し
が
さ
れ
ま
し
た
。

土
地
利
用
事
業
計
画
と
し
て
は
、
市
の
産
業
の
要
の
一
つ
と

な
る
Ｉ
Ｔ
情
報
通
信
産
業
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
た
め
の
商
業
業
務

ビ
ル
、
お
よ
び
都
市
居
住
を
推
進
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
２
棟
な
ど
、

合
計
で
３
棟
の
建
物
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
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お
も
ろ
ま
ち
の
土
地
利
用
事
業
に
関
す
る
総
事
業
費
は
、
約

３
０
０
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

雇
用
創
出
と
し
て
は
、
設
計
・
建
設
期
間
（
約
５
年
間
）
で

延
べ
約　

万
人
分
程
度
。
建
設
後
は
、
業
務
ビ
ル
で
Ｉ
Ｔ
企
業

３０

な
ど
を
中
心
と
し
て
１
日
約
１
５
０
０
人
か
ら
３
０
０
０
人
程

度
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
関
連
、
施
設
維
持
管
理
な
ど
で
、
年
間
延

べ
約
７
０
０
０
人
分
程
度
の
雇
用
創
出
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
市
で
は
、
固
定
資
産
税
、
個
人
市
民
税
、
法
人
市
民
税
、

事
業
所
税
等
の
増
収
効
果
と
し
て
、
１
年
間
あ
た
り
で
お
よ
そ

約
３
億
２
０
０
０
万
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
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土
地
利
用
事
業
に
つ
い
て
は
、
優
先
交
渉
権
者
の
決
定
後
、

ま
ず
平
成　

年　

月
末
に
新
都
心
地
区
の
各
自
治
会
や
通
り
会

１８

１２

の
代
表
な
ど
へ
の
説
明
会
、
ま
た
平
成　

年
４
月
に
は
同
自
治

１９

会
・
通
り
会
に
加
え
、
当
該
土
地
の
近
隣
住
民
の
方
を
対
象
と

す
る
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
説
明
会
で
は
、
事
業
者
の
当
初
の
提
案
内
容
に
対

し
、
建
物
が
当
該
土
地
南
側
の
住
宅
に
近
く
圧
迫
感
が
あ
る
と

の
こ
と
や
、
ビ
ル
風
、
交
通
な
ど
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の

説
明
を
求
め
る
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
声
を
受
け
、
市
は
、
提
案
内
容
の
改
善
・
修
正

や
環
境
影
響
調
査
を
行
う
よ
う
事
業
者
へ
働
き
か
け
、
平
成　
１９

年
７
月
、
８
月
、
９
月
お
よ
び
平
成　

年
１
月
に
、
修
正
案
お

２０

よ
び
環
境
影
響
調
査
に
つ
い
て
住
民
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
平
成　

年
９
月
の
説
明
会
で
は
、
翁
長
市
長
も
出
席
し
、

１９

約
３
時
間
に
わ
た
り
説
明
や
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

平
成　

年
７
月
に
出
さ
れ
た
修
正
案
の
内
容
は
、
建
物
を
５

１９

棟
か
ら
３
棟
へ
集
約
し
、
敷
地
境
界
か
ら
の
建
物
の
後
退
距
離

の
拡
大
や
、
緑
地
の
配
置
な
ど
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
駐
車

場
の
出
入
口
を
変
更
し
、
敷
地
南
側
の
住
宅
側
の
道
路
へ
の
負

担
を
軽
減
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

建
物
建
設
に
伴
う
ビ
ル
風
や
交
通
な
ど
に
関
す
る
環
境
影
響

調
査
も
、
事
業
者
で
実
施
し
、
ま
ず
、
ビ
ル
風
に
つ
い
て
は
、

風
専
門
業
者
に
よ
り
解
析
さ
れ
、
建
物
建
設
に
よ
り
、
風
速
は

全
体
的
に
低
減
す
る
と
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

交
通
に
つ
い
て
は
、
周
辺
交
差
点
へ
の
影
響
な
ど
を
調
査
し
、

今
回
の
事
業
に
よ
り
各
交
差
点
で
自
動
車
台
数
が
増
加
し
て
も
、

各
交
差
点
で
１
時
間
あ
た
り
に
通
過
で
き
る
車
の
台
数
の
基
準

を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
と
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
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建
築
予
定
の
建
物
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、
首
里
城
か
ら
の
景

観
を
懸
念
す
る
声
も
あ
り
、
市
か
ら
事
業
者
に
対
し
見
直
し
を

強
く
要
請
す
る
中
で
、
建
物
の
高
さ
を
、
首
里
城
の
高
さ
を
上

回
ら
な
い
と
す
る
変
更
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
内
の
地
区
ご
と
の
特
色
を
活
か
し
た
都
市
景
観

づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
、
新
都
心
地
区
で
は
、
都
市
計
画
法

の
地
区
計
画
制
度
に
よ
り
、
良
好
な
街
並
み
と
景
観
形
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
首
里
城
を
中
心
と
す
る
首
里
地
区
で
は
、
景
観
重
点

地
区
と
し
て
、
赤
瓦
や
琉
球
石
灰
岩
な
ど
の
演
出
に
よ
り
歴
史

的
風
格
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
都

市
景
観
条
例
に
基
づ
く
都
市
景
観
形
成
地
域
の
指
定
に
よ
り
、

龍
潭
通
り
沿
線
地
区
で
は
建
物
の
高
さ
を
制
限
し
、
建
物
な
ど

に
よ
っ
て
、
首
里
城
の
眺
望
が
遮
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な

景
観
形
成
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

都
市
景
観
の
基
本
を
地
区
ご
と
に
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
か

ら
す
る
と
、
今
回
の
お
も
ろ
ま
ち
の
事
業
計
画
は
、
首
里
城
正

殿
か
ら
約
２
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
お
り
、
景
観
上
影

響
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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市
の
景
観
は
、
屋
上
緑
化

や
壁
面
緑
化
な
ど
と
併
せ
、

市
の
活
力
を
表
す
景
観
も
重

要
で
す
。
市
民
の
心
の
景
観

で
あ
る
国
際
通
り
を
中
心
と

す
る
中
心
市
街
地
の
再
生
や
、

財
政
を
立
て
直
し
な
が
ら
首

里
や
壺
屋
地
区
な
ど
の
景
観

を
充
実
さ
せ
つ
つ
、
若
者
が

生
き
生
き
と
働
き
、
お
年
寄

り
が
公
園
で
楽
し
く
集
う
風

景
な
ど
、
様
々
な
イ
メ
ー
ジ

の
中
で
景
観
が
作
ら
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

翁
長
市
長
就
任
時
の
平
成　

年
の
「
塩
漬
け
土
地
」
の
状
況

１２

は
、
元
本
約
１
８
０
億
円
、
利
息
が
約　

億
円
で
、
合
計
約
２

８０

６
０
億
円
で
し
た
。（
平
成　

年
度
の
市
の
一
般
会
計
当
初
予

１２

算
は
年
間
約
９
３
３
億
円
）

こ
の
よ
う
な
中
、
国
は
、
全
国
各
地
の
自
治
体
で
も
抱
え
る

こ
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、
５
年
間
限
定
の
支
援
措
置
（
特
別

の
起
債
に
よ
り
公
社
の
土
地
を
取
得
で
き
る
な
ど
）
を
発
表
し

ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
市
は
「
塩
漬
け
土
地
」
解
消
を
集
中

的
に
進
め
る
た
め
、
平
成　

年
に
「
土
地
開
発
公
社
の
経
営
の

１７

健
全
化
に
関
す
る
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成　

年
に
は
「
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す

１８

る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
利
用
用
途
が
強
く
規
制
さ

れ
て
い
た
公
社
保
有
土
地
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
認

定
さ
れ
た
地
域
再
生
計
画
に
基
づ
く
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
地

域
活
性
化
や
雇
用
拡
大
な
ど
の
た
め
の
土
地
利
用
（
売
却
）
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
は
健
全
化
計
画
に
よ
り
、
小
禄
保
健
セ
ン
タ
ー
用
地
な
ど

を
含
め
、
塩
漬
け
土
地
を
平
成　

年
度
に
は
約　

億
円
に
ま
で

２０

５２

減
少
さ
せ
、
平
成　

年
度
に
は
す
べ
て
解
消
す
る
予
定
で
す
。

２２
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こ
れ
ま
で
庁
舎
候
補
地
と
さ
れ
て
き
た
、
お
も
ろ
ま
ち
一
丁

目
の
土
地
は
、
新
都
心
開
発
に
伴
い
約　

年
前
に
、
那
覇
市
土

２０

地
開
発
公
社
に
よ
り
公
共
公
益
施
設
用
地
と
し
て
、
約　

億
円

３３

を
か
け
各
地
権
者
か
ら
購
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
利
息
が
累
積
し
、

平
成　

年
に
は
約　

億
円
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

１７

５２

平
成
５
年
４
月
に
は
、
那
覇
市
新
庁
舎
位
置
選
定
審
議
会
か

ら
、
新
庁
舎
は
新
都
心
地
区
へ
の
建
設
が
適
当
と
の
答
申
を
受

け
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
厳
し
い
財
政
状
況
や
、
発
展
す
る
新

都
心
と
中
心
市
街
地
（
国
際
通
り
や
平
和
通
り
な
ど
）
と
の
バ

ラ
ン
ス
、
ま
た
庁
舎
移
転
に
は
市
議
会
議
員
３
分
の
２
以
上
の

賛
成
が
必
要
な
ど
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
た
め
、
長
い
間
建

設
の
目
途
が
立
た
ず
「
塩
漬
け
土
地
」
の
一
つ
と
な
り
、
各
種

公
共
施
設
の
た
め
の
利
用
も
困
難
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
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おもろまちの（元）庁舎候補地

那
覇
新
都
心
地
区
イ
メ
ー
ジ
図

（
平
成
９
年
地
区
計
画
策
定
時
）
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お
も
ろ
ま
ち
の
土
地
と
そ
の
周
辺
（
那
覇
新
都
心
メ
デ
ィ
ア

ビ
ル
、
サ
ン
エ
ー
那
覇
メ
イ
ン
プ
レ
イ
ス
、
Ｄ
Ｆ
Ｓ
な
ど
が
立

地
す
る
地
区
）
は
、
沖
縄
県
や
市
の
各
種
上
位
計
画
（
第
３
次

那
覇
市
総
合
計
画
な
ど
）
で
「
商
業
業
務
地
区
」
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
位
置
付
け
を
十
分
発
揮
さ
せ
る
よ
う
、
平

成　

年　

月
に
那
覇
市
上
下
水
道
局
庁
舎
を
含
め
た
街
区
全
体

１９

１２

を
、
第
二
種
住
居
地
域
か
ら
本
来
の
位
置
付
け
で
あ
る
商
業
系

の
用
途
地
域
（
近
隣
商
業
地
域
）
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

ま
た
併
せ
て
、
新
都
心
の
地
区
計
画
を
変
更
し
、
当
該
土
地

へ
の
マ
ー
ジ
ャ
ン
・
パ
チ
ン
コ
屋
な
ど
の
建
築
を
禁
止
し
、
歩

行
者
専
用
通
路
、
広
場
、
緑
地
帯
な
ど
、
良
好
な
都
市
環
境
を

形
成
す
る
た
め
の
地
区
施
設
な
ど
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
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今
回
の
土
地
売
却
は
、
土
地
評
価
の
専
門
家
で
あ
る
不
動
産

鑑
定
士
の
鑑
定
を
踏
ま
え
最
低
価
格
を
設
定
し
、
事
業
者
の
競

争
の
結
果
の
売
却
価
格
（
約　

億
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

７０

ま
た
用
途
地
域
に
つ
い
て
は
、
法
令
な
ど
に
基
づ
き
那
覇
市

都
市
計
画
審
議
会
の
審
議
を
経
て
変
更
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
手
続
き
に
関
し
、
平
成　

年
１
月
に
那
覇
市
監
査

２０

委
員
に
対
し
住
民
監
査
請
求
が
あ
り
ま
し
た
が
、
同
年
３
月
に

出
さ
れ
た
監
査
結
果
で
は
、
不
適
正
な
価
格
で
の
売
却
で
は
な

く
、
ま
た
、
違
法
か
つ
不
当
な
用
途
地
域
変
更
に
は
当
た
ら
な

い
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
お
も
ろ
ま
ち
の
土
地
売
却
に
伴
い
、
売
却
収
入
の
一

部
を
、
市
の
「
公
社
経
営
健
全
化
基
金
」
と
し
て
積
み
立
て
て

い
ま
す
。
市
は
、
こ
の
基
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
国
の
支
援
措

置
と
併
せ
、
平
成　

年
度
を
目
標
と
し
た
「
塩
漬
け
土
地
」
の

２２

解
消
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
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市
の
し
尿
処
理
の
歴
史
は
、

昭
和　

年
か
ら　

年
に
か
け
て

３２

３８

真
和
志
、
小
禄
、
首
里
各
地
の

し
尿
貯
留
槽
設
置
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

　

本
土
復
帰
後
の
昭
和　

年
７

４８

月
に
は
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ

き
、
し
尿
浄
化
槽
清
掃
業
の
許

可
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。

　

昭
和　

年
７
月
に
は
財
団
法

５０

人
那
覇
市
環
境
衛
生
公
社
（
平

成　

年
４
月
民
営
化
）
が
設
立

１４
さ
れ
、
収
集
体
制
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
は
許
可
業
者

に
よ
り
収
集
運
搬
さ
れ
た
し

尿
・
浄
化
槽
汚
泥
は
、
市
の
中

継
槽
に
一
時
貯
留
し
た
後
、
投

入
船
に
よ
っ
て
喜
屋
武
岬
南
方

沖
合
、
約
１
０
０
�
洋
上
に
投

棄
処
分
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成　

年
２
月
１

１４

日
に
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

５
年
の
猶
予
期
限
の
中
、
平
成

　

年
５
月
か
ら
海
上
投
棄
を
や

１６め
、
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２０

３１

宜
野
湾
市
に
あ
る
倉
浜
衛
生
施

設
組
合
（
宜
野
湾
清
水
苑
）
へ

処
理
委
託
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
し
尿
等
下
水
道
放
流
施
設
」

は
４
月
１
日
か
ら
供
用
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
し
尿
、

浄
化
槽
と
下
水
道
清
掃
汚
泥
の

処
理
を
独
自
の
処
理
施
設
で
行

え
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

市
の
公
共
下
水
道
に
よ
る
処

理
は
、
平
成　

年
度
末
現
在
、

１８

人
口
比
で　

・
６
％
で
す
。
市

８８

の
公
共
下
水
道
整
備
率
も
高
い

の
で
す
が
、
下
水
道
未
接
続
地

域
か
ら
の
生
活
排
水
に
よ
る
河

川
の
汚
濁
は
、
解
決
が
急
が
れ

る
問
題
で
、
下
水
道
の
接
続
促

進
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

下
水
道
の
普
及
と
と
も
に
、

し
尿
及
び
浄
化
槽
汚
泥
の
収
集

量
は
年
々
減
少
し
て
い
く
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
し
尿
は
適
正

に
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
「
那
覇
・
南
風
原
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
」
か
ら
始
ま
り
、「
那
覇

エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
」「
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
」「
還
元
施
設　

環
境

の
杜
ふ
れ
あ
い
」、
今
回
オ
ー

プ
ン
し
た
「
那
覇
市
し
尿
等
下

水
道
放
流
施
設
」
そ
し
て
、
平

成　

年
稼
動
予
定
の
「
資
源
化

２２
推
進
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
の
完

成
で
、
市
の
環
境
施
設
の
建
設

は
終
了
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

こ
れ
ら
の
施
設
を
十
分
機
能
さ

せ
、
み
な
さ
ん
が
よ
り
生
活
し

や
す
い
生
活
環
境
を
作
っ
て
い

き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課

�
９
５
１
―
３
２
３
１

ご
あ
い
さ
つ　

　

本
市
の
し
尿
等
の
処
理
は
、

平
成　

年
５
月
に
そ
れ
ま
で

１６

行
っ
て
い
た
海
洋
投
入
処
分

を
止
め
、
倉
浜
衛
生
施
設
組

合
へ
委
託
し
陸
上
処
理
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
「
人
・
自
然
・
地
球
に
や
さ

し
い
環
境
共
生
都
市
な
は
」
を

実
現
す
る
た
め
、
法
律
上
の
猶

予
期
限
を
約
３
年
前
倒
し
し
て

陸
上
処
理
に
移
行
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
し
尿
等
の
収
集
量
は
、

公
共
下
水
道
の
普
及
と
と
も
に

年
々
減
少
は
し
て
お
り
ま
す
が
、

下
水
道
接
続
困
難
地
域
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
し
尿
等
の

適
正
処
理
を
継
続
し
て
行
う
必

要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
施

設
整
備
は
本
市
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
本
施
設
の
落
成

を
迎
え
ま
し
た
こ
と
は
、
本

市
の
環
境
行
政
の
大
き
な
前

進
で
あ
る
と
と
も
に
、
本
施

設
が
市
民
の
清
潔
で
快
適
な

生
活
環
境
の
確
保
並
び
に
環

境
保
全
に
大
き
く
寄
与
す
る

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

那
覇
市
長　

翁
長
雄
志

処　理　工　程
をのぞいてみよう

建物構造：鉄筋コンクリート造

　　　　　敷地面積 ２，２４９㎡

　　　　　建築面積 ５４８㎡

　　　　　延べ床面積 １，３００㎡

処理方法：前処理・固液分離

　　　　　希釈下水道放流方式

工　事　費：６４７，８１８，５００円

住所：浦添市伊奈武瀬１丁目５番１１号

し
尿
処
理
の
沿
革

４
月
１
日
か
ら

供
用
開
始

快
適
な
生
活
環
境

の
創
造
に
向
け
て

　

狂
犬
病
は
人
を
含
め
、
す
べ

て
の
哺
乳
動
物
が
感
染
し
、
発

症
す
る
と
確
実
に
死
に
至
る
人

畜
共
通
伝
染
病
で
す
。
日
本
で

は
、
飼
犬
の
登
録
と
年
一
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
危
険
な
ウ
イ

ル
ス
感
染
症「
狂
犬
病
」に
よ
る

人
的
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
犬
の

飼
い
主
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
本
年
度
は

市
内　

か
所
で
集
合
注
射
を
実

２４

施
し
ま
す
。
ま
た
、
４
月
１
日

か
ら
６
月　

日
ま
で
の
間
、
動

３０

物
病
院（
一
部
の
病
院
を
除
く
）

で
も
集
合
注
射
と
同
一
料
金
で

予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

平
成　

年
度
那
覇
市
狂
犬
病
予

２０

防
注
射
実
施
協
力
動
物
病
院
の

診
療
時
間
に
合
わ
せ
て
注
射
を

受
け
て
下
さ
い
。
犬
の
登
録
手

続
き
も
あ
わ
せ
て
行
え
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課
�
９
５
１
―
３
２
２
９
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表１

実施時間実施月日
（日曜日） １５：００～１６：００１３：００～１４：３０９：００～１１：００

石嶺小学校首里中学校石田中学校
５月１１日

大名児童館城西小学校松島中学校

真地小学校仲井真小学校城岳小学校
５月１８日

真嘉比小学校神原小学校大道小学校

高良小学校古蔵中学校小禄支所
５月２５日

銘苅庁舎曙小学校泊小学校

中央保健所漫湖水鳥湿地センター古蔵小学校
６月１日

開南小学校若狭小学校真和志小学校

☆狂犬病予防注射（年１回）　対象：生後９１日以上の犬
　　　　　　　　　　　　　　料金：３，０００円
☆登録（犬の一生に１回）　　対象：生後９１日以上で未登録の犬
　　　　　　　　　　　　　　料金：３，０００円（初回のみ）

平成２０年度　狂犬病予防注射実施協力病院（鑑札及び狂犬病予防注射済票交付委託病院）
表２　（下記の病院は４月１日～６月３０日の期間は、３，０００円で予防注射と狂犬病予防注射済票の交付ができます。）
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ＴＥＬ地　区動物病院名

８８６－５０５９首　里アイリス動物病院１

８８７－４４８８首　里あかね動物病院２

８６１－３９１１本　庁おもろ動物クリニック３

８５７－６３３１小　禄金城動物クリニック４

８３６－３０１１真和志しきなペット病院５

８８５－８４４８真和志首里ペット病院６

８６３－２０８８本　庁西武動物病院７

８５７－１００８小　禄那覇獣医科病院８

８６９－１６４５本　庁ヒマワリ動物病院９

８８４－８１６１真和志ピュアペットクリニック１０

ＴＥＬ地　区動物病院名

８３４－３６４７真和志ファミリー獣医科クリニック１１

８６１－１３５６本　庁まきし動物病院１２

８６１－６３７６本　庁與那嶺獣医病院１３

８７３－０６７８市　外林屋動物診療室・沖縄１４

８７８－１０７３市　外蘭動物病院１５

８５６－４９７０市　外ながいペットクリニック１６

８８８－３５１４市　外くどう動物病院１７

８８９－６４３１市　外よつは動物病院１８

下記病院の接種料金は、各病院へお問い合わせください。

８６３－９２９９本　庁田中獣医科病院１９

８７９－１１２５市　外牧港ペットクリニック２０

����������������		


4月1日　供用開始 ！
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①本人からの申請であっても、顔写真
付きの身分証明書などによる本人確
認が必要になります。②代理人の場合
は、本人からの委任状と代理人の本人
確認などが必要となります。※委任状
や本人確認ができない場合は、申請を
お断りすることがあります。　　問　市民課
（�862-3274　）

 

 
日　5月3日（土）～5日（月）　10時～21時
場　那覇港新港ふ頭　内　ハーリー競漕
（5月3日、5日）、爬龍船一般体験乗船
（5月4日）　　問　（社）那覇市観光協会
（�862-1442）、那覇市観光案内所（�
868-4887）

 

 
【応募要件】①市に事業所がある方ま
たは、市内に在住の方②現在食堂など
を経営している方または、経営経験の
ある方③市税などを完納している方④
食堂業務に関する関連法令および使
用許可条件を守れる方　【募集期間】5
月16日まで（9～17時・火曜日休館）
【提出書類】①市民会館食堂経営申込
書②履歴書など③経営計画書（メ
ニュー、価格表、レイアウト表など）④市
税完納証明書※使用条件など詳しく
は、担当課までお問い合わせください。
【決定方法】書類審査および面接によ
り決定します。　問　文化振興課（�855-
5081）

����
第34回那覇ハーリー

� � �
市民会館食堂の経営者募集中！

なは女性センター利用者連絡会議の
おしらせ
利用者のみなさまへのサービス向上と
施設利用の適正化を図るため、利用者
連絡会議を開催します。サークル登録
の更新および、これからサークル活動
を考えている方も、ご参加ください。
日　5月14日（水）　14時～16時　場　なは
女性センター第2学習室　対　現在サー
クル活動で利用されている方、新しく
活動予定のサークル
「自分のキャリア再発見 ！」
【講師】高良恵利子（キャリアコンサル
タント・産業カウンセラー）　日　5月23日
（金）9時半～12時　対　キャリア形成に
ついての講座を初めて受講する市在
住在勤の女性　定　24名　費　無料
「ストップ・DV　情報提供会」
ドメスティック･バイオレンス（DV）で悩
む方を支援するための情報提供会を
開催しています。詳しくは下記の相談
室「ダイヤルうない」へお問い合わせく
ださい。

 

 

【講師】タタソール美穂　日　5月10日
（土）10時～12時　場　緑化センター　
対　市在住、在勤、在学の方　定　18名
費　2，500円
 
【講師】徳本行雄　日　5月24日（土）14
時～16時　場　緑化センター　対　市在住、
在勤、在学の方　定　15名　費　2，100円
（1）（2）　の　問　　緑化センター（�862-
1947）

■5月6日（火）～11日（日）▼無限の
会　絵画展／絵画／第1展示室▼第5
回　薔薇の会　絵画展／絵画／第2展
示室▼大湾和衛　抽象画展／絵画／
第3展示室
■5月13日（火）～18日（日）▼アトリ
エ杜　絵画展／絵画／第1展示室▼那
覇市民ギャラリー収蔵品展／絵画／

�����
（1）市民講座「母の日に贈るフラ
ワーアレンジメント」

（2）緑化講習会「洋ランの栽培方法」

第2展示室▼沖縄の島々をたずねて
古谷碩司／絵画／第3展示室
■5月20日（火）～25日（日）▼第28回
新生美術協会展／絵画／第1、2展示
室▼第9回　おさる作品展／イラスト・
陶芸／第3展示室
■5月27日（火）～6月1日（日）
▼「HANA」KuMiKo・ｙ展／絵画／
第1展示室▼潮平紀子　遺作展／絵画
／第2展示室▼勢理客雅代ネイチャー
アート展／ネイチャープリント・押花・レ
カンアート／第3展示室

新収蔵品展
日　5月3日（土）～6月1日（日）10時～18
時　場　3階企画展示室　費　無料
壺屋焼物博物館ギャラリートーク
日　5月18日（日）11時～12時　内　常設
展示の解説　費　入館料が必要※当日、
博物館1階受付前に集合（申込不要）

『琉球芸能公演　百花繚乱～琉舞の
世界～』
内　出演：島袋流千尋会琉舞練場
日　5月1日（木）　費　大人1,260円、中高
生1,050円、小人630円
音楽大学受験セミナー付属音楽教室
「ピアノ・ヴァイオリン発表会」
日　5月2日（金）19時、4日（日）10時、13
時、16時　費　無料
京都シルク㈱五・二・九（ゴフク）の月
特別お値打市
日　5月5日（月）13時、6日（火）10時、7
日（水）10時　費　無料
『琉球芸能公演　百花繚乱～琉舞の
世界～』
日　5月10日（土）18時半、出演：玉城流
翔節会　費　大人1,260円、中高生1,050
円、小人630円
ピアノ発表会
日　5月11日（日）13時半　費　無料
Climax　Entertainment　TRIPLE-P
in てんぶす那覇
日　5月17日（土）19時　費　前売1,300円、
当日1,500円
FEC定期お笑い劇場　VOL.157
日　5月18日（日）18時半　費　前売1,000
円、当日1,200円　内　出演：ハンサム、

すぱるたいんづ、いさお名ゴ支部、プ
ロパン７、他
玉城流翔節会
日　5月25日（日）18時　費　前売2,300円、
当日2，500円
アーニーパイル国際劇場　
上映作品「何か面白いことないか」
内　監督：藏原惟繕　出演：石原裕次
郎　日　5月27日（火）、28日（水）、11時半、
14時、16時半、19時　費　一般1,600円、
前売：1,200円、会員Fan C：1,000円、火
曜はレディースデー1,100円、超割：
中・高・大・専門学校生500円（要学生
証提示）
低高合同定例鑑賞会
「だってだってのおばあさん」
日　5月31日（土）14時、19時　費　会員：
無料、一般の方：要入会（入会金300円、
月会費1,000円（4歳以上））当日入会
可
 

 
日　毎月第2水曜日（14時～16時）　※た
だし、平成21年2月のみ第1水曜日実
施　場　市保健センター　対　市民の方
で、なんとなく元気がない、人間関係で
悩んでいる、生活習慣病などのコント
ロールのためにストレスがあるなどが気
になっている方　問　保健センター（�
858-1456）
 
日　毎週火・木曜日14時～17時　内　生
活の中で困っていることや悩み事につ
いて、身体に障がいを持つピアサポー
ターが、自らの経験を活かして相談に
応じます。　問　障がい者生活支援セン
ターゆいゆい（�891-8454）

�����
こころの健康相談（予約制）

身体障がい者ピアカウンセリング

なは女性センター
�　��������　�　��������
利用時間　月～金（９時～２１時）、
土曜日（９時～１７時）／日曜、祝日休館

那覇市民ギャラリー
（パレットくも じ６階）�　��������
開館時間：１０時～１９時／月曜休館

������������
�　��������

月～土：９時～１７時まで　（１２時～１３時を除く）

壺屋焼物博物館
�　��������　�　��������
　開館時間１０時～１８時
　（入館は１７時半まで）／月曜休館

ぶんかテンブス館
（てんぶす那覇４階）

�　��������　�　��������
開館時間 ９時～２２時／第２・４月曜、休館

テンブスホール 5月

� ���
� �����
� ������

��������������

さようなら　青空号

平成20年3月28日（金）に小禄市営
住宅ステーションで移動図書館「青
空号」の終了式が行われました。式
には、青空号を利用してくださった
みなさんや元スタッフなどが出席し、
最後のお別れを惜しみました。これ
まで青空号を利用してくださったみな
さん、ありがとうございました。　問　中
央図書館（�891-3449　�835-2158）
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那覇市健康づくり協力店認証店舗一覧表

������������������		

������������������������		

������
３日（土）　�第３４回那覇ハーリー（～５日　１０：００　那覇新港ふ頭　観光課）
１８日（日）　�壺屋焼物博物館ギャラリートーク（１１：００　壺屋焼物博物館）
★プラネタリウム一般投影（毎週日曜日 14：00久茂地公民館）

＊那覇市ホームページ　http://www.city.naha.okinawa.jp/
＊那覇市観光協会ホームページ　 http://www.naha-navi.or.jp/

対　市に事業所を有し業歴が6か月以上
（特別小口は1年以上）の小規模事業
者　申　平成21年3月31日まで（融資枠
に達し次第、締切有）※詳しくは下記ま
で　問　商工振興課（�951-3212）、那覇
商工会議所（�868-3758）

 

内　平成20年度の児童手当を受給でき
る場合がありますので、5月中に児童手
当の申請手続きを行ってください。なお、
児童手当の支給開始は児童手当の申
請をした月の翌月からとなります。申請
後、平成19年中の所得で判定し、受給
の可否を通知でお知らせします。　【申
請に必要なもの】�健康保険証の写
し（申請者が厚生年金などに加入して
いる場合）�申請者名義の普通預金
通帳（ゆうちょ銀行以外）※平成20年1
月1日に那覇市以外に住所があった方
は、申請後、平成20年度の所得証明書
も必要です。　　申　平成20年5月1日（木）
～30日（金）この期間を過ぎても申請
はできますが、支給開始月が遅れます。
場　子育て応援課（2階13番窓口）また
は、各支所まで※詳しくは担当課まで
お問い合わせください。　
問　子育て応援課（�861-6951　）

 

内　平成20年2月から未成年者喫煙防
止の全国的な取り組みの一環として、
成人を対象に専用のICカード「taspoタ
スポ」の申し込み受付を開始していま
す。申込書はたばこ販売店店頭などで、
入手できます。発行手数料、年会費は
無料です。※詳しくは下記へ
問　（社）日本たばこ協会（�0120-222-
180）、または（社）日本たばこ協会ホー
ムページ：http//www．tasupo．jp/

平成19年度児童手当が所得超過
により受給できなかった方へ

7月から自動販売機でのたばこ購
入には専用ICカード「taspoタスポ」
が必要です ！

 

内　市では、これまでの地籍図写しの交
付に加えて4月1日より航空写真の写し
が交付できるようになりました。なお、交
付は本庁資産税課のみで行います。
各支所・新都心市民サービスセンター
では交付できませんので、ご注意くだ
さい。　【対象地域】市内全域　【用紙サ
イズ】A3のみ　費　1枚500円　【縮尺】500
分の1または、1000分の1※詳しくは担
当課までお問い合わせください。
問　資産税課（�862-5320）

 

内　水資源の有効利用として住宅に雨
水貯留施設などを設置する方に対し、
設置費用の1/2（上限額4万円）を補助
します。　対　市内に居住し、雨水貯留施
設などを設置する方。【対象施設】貯留
タイプ、浸透タイプ　　申　前期：4月1日
～7月31日　後期：8月1日～11月30日
※申込み多数の場合は、抽選になりま
す。詳しくはお問い合わせください。
問　環境保全課（�951-3229）

 

内　平成20年度那覇市文化振興補助
金は、文化団体などが行う舞台芸術の
公演事業に要する経費について補助
し、市民の文化芸術活動の活性化を
図ることを目的としています。　対　①音
楽、舞踊、演劇などの舞台芸術の公演
事業であること。②市内において実施
し、広く市民に公開すること。　【募集期
間】4月25日（金）～5月16日（金）【補助
金】総額120万円　申・問　文化振興課
（�831-8401）
 
内　日本赤十字社では、全国一斉に
「社員増強運動」を展開しています。赤
十字事業にご理解をいただき、社員加
入およびご支援をお願いします。
問　福祉政策課（�862-9002）日本赤十
字社沖縄県支部（�835-1177）

 

内　6月1日は「人権擁護委員の日」で
す。市では法務大臣から委嘱を受けた
委員が、差別やいじめなど人権に関す
る相談に応じます。今年度は6月1日が
日曜日のため、翌日の6月2日（月）に
開催します。　日　6月2日（月）10時～16
時　場　市役所本庁1階ロビー、首里支
所、小禄支所、識名老人福祉センター
問　市民生活相談室（�862-9955）

 

内　住民基本台帳法・戸籍法が一部改
正され、5月1日から施行されます。これ
により、証明申請や住所変更・戸籍届
出時の本人確認などが厳格に行われ
るため、窓口での申請・届出が次のよ
うに変わります。

航空写真の写しが交付できるよう
になりました。

雨水や井戸水を有効利用するた
めの施設設置に対し補助します ！

平成20年度　市文化振興事業補助
金の募集について

5月は赤十字運動月間です。

「人権擁護委員の日」　人権相談に
ついて　

市民課（三支所含む）窓口で本人
確認が始まります

��������	
��������������������� !"#$��������	
��

日　……　日時・期間　　問　……　お問い合わせ　　対　……　対象　　内　……　内容
場　……　会場・場所　　申　……　お申し込み　　　定　……　定員　　費　……　費用
◆講座・催しものなどで特に記載のないものは　
　①誰でも参加可（申し込み不要）　②費用は無料です。

��������������������������������� ��������������������������������� ��������������������������������� ��������������������������������� ���������������������������������
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特別小口資金
※個人事業所のみ一般小口資金

運転、設備、
運転設備

運転、設備、運
転設備、転業資金使途

７５０万円７５０万円限 度 額

運転（５年以内）
設備、運転設
備（７年以内）
（据置６月以内）

運転、転業（５
年以内） 、設備、
運転設備（７年
以内）　（据置６
月以内）

融資期間

２．４５％２．６５％年 利 率

０．６％

無担保
０．４５～１．４５％
有担保
０．３５～１．３５％

保 証 料

不　要

個人は必要に
応じて
法人について
は、代表者が
必ず連帯保証
人となります。

保 証 人

「平成20年度那覇市小口資金融資」
の受付について
平成20年度那覇市小口資金融資受付

那覇市立病院
www.nch.naha.okinawa.jp/
�　��������（代表）
■救急診療（365日・24時間診療）

診療場所受付場所診療日時

急病センター
（地下１階）

１階
総合受付８：００～１７：００月

〜
金 急病センター

（地下１階）１７：３０～翌日８：３０

急病センター
（地下１階）

土・日、祝日、慰霊の日、
年末年始の終日

■外来診療日割表　※眼科は完全予約制です。
歯

科

産
婦
人
科

眼

科

耳
鼻
咽
喉
科

ひ
尿
器
科

リ
ハ
ビ
リ
科

皮

膚

科

脳
神
経
外
科

整
形
外
科

外

科

小

児

科

内　

科
◎◎△◎◎◎△◎◎◎◎○月
◎◎△○△◎◎◎◎◎◎○火
◎◎△△◎◎△－◎◎○○水
◎◎◎○△◎◎◎◎◎◎○木
◎◎△△◎◎◎◎◎◎◎○金

���������������������	������
�����������	
���������������������	

������������������	
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�����������������������

�����������	
���市民会館
入場料開演開場催　　　　　物日

￥７００１３：３０１２：３０２００８　憲法講演会３（土）

大
ホ
ー
ル

大人　￥８００
小人　￥５００１８：３０１８：００リバティー・ウインド・アンサンブル定期演奏会５（月）

前売　￥３，０００
当日　￥３，５００

１４：００
１８：００

母の日に贈る
劇団　与座・劇団　花道　華の共演

１１（日）

一　般　￥３，０００
大学生　￥２，０００
中高生　￥１，０００
小学生以下　￥５００

１８：００１７：３０
本格マンドリンオーケストラの響き
OKINAWA!

１７（土）

前売 ￥２，０００
当日 ￥２，５００１８：００１７：００仲宗根長一・充　父子リサイタル１８（日）

￥２，０００１４：００
１８：００

１３：３０
１７：３０那覇中学校同窓会　文化祭２４（土）

Ａ席：￥２，０００
Ｂ席：￥１，７００

（当日￥２００増し）

１１：００ １０：３０ 
マスクプレイファンタジー
「みにくいあひるの子 ＆ ノンタン」

２５（日）

１１：００ 
１４：００

１０：３０ 
１３：３０２６（月）

無料１０：００９：００春のフォークダンスフェスティバル１４（水）中
ホ
ー
ル 無料１４：００１３：３０転倒予防教室市民公開講座１８（日）

※主催者の都合により内容を変更することもありますので、お問い合わせください。★は準備・リハーサルです。

5月

���������������������
� ��������	���
�����������������������
�����������	
���

 

入場料開演開場催　　　　　物日

一般　￥２，０００
小学生以下　￥１，０００１９：００１８：３０第３回演奏会　クァルテット・コア３（土）

￥１，０００１８：３０１８：００ROCKNROLL　MUSIC　PARTY９（金）

前売　￥３，０００
（当日￥５００増し）

１４：００
１８：３０

１３：００
１７：３０

劇団花園　母の日公演
～夫振岩　人情劇　与那国ソンガネー～

１１（日）

無料１４：００１３：３０

看護の日シンポジウム
～看護職のキャリアと人生のベストバランスを
めざして～

１４（水）

前売　￥２，０００
当日　￥２，５００１４：３０１４：００

～こどもたちに夢を！～
吉岡菜月ピアノチャリティーコンサート

１７（土）

一般　￥２，５００
小中学生　￥１，０００
（当日各￥３００増し）

１６：３０１６：００
伊波和子１００才記念
伊波惟行テノールリサイタル

１８（日）

無料１６：００１５：３０那覇市制施行８７周年記念式典２０（火）

￥１，０００１４：００１３：００アレイダ・ゲバラさん講演会２４（土）

￥８００１４：００１３：３０高宮城　凌　ヴァイオリンリサイタル２５（日）

無料１３：３０１３：００ハブ・ハブクラゲ等危険生物講習会２６（月）

入場無料
（先着３００名様）
※申込は電話又
はFAXにて

１４：００１３：００
多重債務問題は、「心の問題」。
～私にできること、あなたにできること～

２８（水）

一　般　￥１，２００
学　割　￥１，０００
（当日￥２００増し）
シニア　￥１，０００

１３：００
１５：３０
１９：００

１２：３０
１５：００
１８：３０

沖縄県映画センター名画劇場シネフォーラム
特別企画「まゆ～ココロの星～」

３０（金）

前売　￥１，０００
当日　￥１，３００１９：００１８：３０

エレクトーンステージアコンサート
ミュージック・パーティー　Vol.２

３１（土）

※主催者の都合により内容を変更することもありますので、お問い合わせください。

5月
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那
覇
市
最
終
処
分
場
跡
地
に
、
１
万
本
の
木
々
を
植
樹
し
て
緑
豊
か

な
森
へ
と
再
生
し
「
憩
い
の
広
場
」
に
し
よ
う
と
、
約
１
�
２
０
０
名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
た
植
樹
活
動
が
４
月
５
日（
土
）、
同
跡
地

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
琉
球
ジ
ャ
ス
コ
の
創
立　

周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
も

３０

の
で
、
同
社
の
呼
び
か
け
で
参
加
し
た
多
く
の
親
子
連
れ
や
子
ど
も
た

ち
が
、
ア
カ
ギ
や
イ
ペ
ー
な
ど　

種
類
の
木
を
、
緑
豊
か
な
森
へ
と
成

２５

長
す
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
１
本
１
本
丁
寧
に
植
樹
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

４
月
８
日
（
火
）、
市
内　

の
小
学
校
で
一
斉
に
平
成　

年
度
の
入
学

３６

２０

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
入
学
式
で
は
、
父
母
や
在
校
生
の
盛
大
な
拍
手

に
迎
え
ら
れ
て
、
希
望
で
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
新
１
年
生
が
、
堂
々
と
入

場
し
、
緊
張
し
た
面
持
ち
な
が
ら
も
、
校
長
先
生
の
話
を
背
筋
を
ピ
ン

と
の
ば
し
て
し
っ
か
り
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

保
護
者
は
、
子
ど
も
の
成
長
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
晴
れ
の
舞
台

で
の
姿
を
記
録
し
よ
う
と
一
生
懸
命
ビ
デ
オ
や
カ
メ
ラ
を
撮
っ
て
い
ま

し
た
。

　

４
月
６
日（
日
）初
夏
を
思
わ
せ
る
日
差
し
の
下
、
今
年
も
波
の
上

ビ
ー
チ
海
開
き
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

上
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
み
な
さ
ん
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
の
合
図
と

と
も
に
、
待
っ
て
ま
し
た
！
と
ば
か
り
に
、
子
ど
も
た
ち
が
一
斉
に
海

に
駆
け
出
し
、
初
泳
ぎ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
だ
水
は
少
し
冷
た
か
っ
た
も
の
の
、
海
水
浴
だ
け
で
な
く
、
宝
探

し
ゲ
ー
ム
や
、
う
な
ぎ
の
つ
か
み
ど
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
３
日
の
「
シ
ー
サ
ー
の
日
」
を
や
ち
む
ん
シ
ー
サ
ー
の
発
祥
地
・

壺
屋
か
ら
全
国
に
発
信
し
、
町
お
こ
し
に
も
つ
な
げ
よ
う
と
、「
壺
屋
で

シ
ー
サ
ー
の
日
！
」
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
壺
屋
焼
物
博
物
館
を
中
心
に
４

月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
壺
屋
焼
物
博
物
館
の
３
階
展
示
室
で
は
、「
壺
屋
の
シ
ー
サ
ー

陶
工
展
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
市
民
、
観
光
客
が
様
々
な
シ
ー
サ
ー
を

愉
し
み
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
壺
屋
の
史
跡
を
訪
ね
る
「
壺
屋
ま
ー
い
」、

や
ち
む
ん
シ
ー
サ
ー
体
験
教
室
な
ど
多
く
の
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。

����������
～平成20年度入学式～

��������	
��
～最終処分場跡地1万本植樹～

お
墓
の
造
営
と
清
明
歴
史
博
物
館
企
画
コ
ー
ナ
ー
展
示

「
清
明
祭
と
お
墓
」
展

ミ
ー

�����������	
�����
～第7回「壺屋でシーサーの日！」開催～

��������	
��
～2008年波の上ビーチ海開き～

沖
縄
の
代
表
的
な
お
墓

▲「 亀  甲  墓 」
かめ こう ばか

▼「 破  風  墓 」
は ふう ばか

シ
ー
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